
１．現状と課題 

学校現場では，インターネット上にあるデジタル

コンテンツを活用した授業や学習活動を展開する

実践事例も多く報告されるようになってきた[1]。 

デジタルコンテンツを利用し学習活動を展開す

る場合，個別学習にしても一斉授業にしても，コン

テンツを見る活動からスタートする。 

子供たちが，デジタルコンテンツを活用し観察学

習を行う場合，次のような問題点がある。 

A) 教師側にコンテンツに関する知識が不足し

ている場合，コンテンツを見せる視点があ

いまいになる 

B) 教師が観察の視点や観察の仕方を指示し

てしまう場合が多く，子供自らの観察の視

点が養われにくい 

資料観察の専門家の観察のポイントを踏まえ，

資料観察の方法をトレーニングすることは，観察の

視点を育てるためには大切であると考えた。 

 

２．研究の目的 

観察的視点を育てるためのWeb教材を開発する

ため，学芸員が行う「資料を観察する視点」を調査

し，資料に関する知識をそれほど持っていない場

合の観察の視点を分析する。 

 

３．研究の方法 

資料を観察するには，１．その資料に関する知

識，２．資料から情報を引き出すための観察的視

点，が必要と考えられる。資料観察の専門家である

学芸員は，１が備わっていることは当然であるが，

興味深いことに，１をそれほど持っていない場合で

も，資料のどのポイントを観察すれば，どんな情報

を引き出すことができるのかがわかる。これは２の能

力である。 

子供たちは，１をまだそれほど持たないままに

様々なデジタルコンテンツに接する機会が増えて

いる。よって，資料観察の専門家である学芸員の

観察の視点から，２の能力を身につけさせるための

観察のポイントが明らかに出来るのではないかと考

えた。 

研究に当たって，観察記述の分析対象者を，資

料に対しての観察の視点の有無，知識の有無で分

類した（表１）。 

A 専門的な観察について 

自然史系学芸員・歴史系学芸員・美術館学芸

員・水族館学芸員にそれぞれ，担当する資料につ

いて，資料のどんなポイントを観察し，どんなことが

いえるのかを記述してもらった。 

 

Ｂ 専門外的な観察について 

歴史資料について，自然史系学芸員・美術館学

芸員・教員に，美術資料について，自然史系学芸

員・歴史系学芸員に，自然史系資料について，歴

史系学芸員・教員に資料のどんなポイントを観察し，

どんなことがいえるのかを記述してもらった。 
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資料観察の専門家である学芸員が，専門分野のデジタル資料と専門外のデジタル資料を観察した場合を調

査した。その結果，学芸員は資料に関する知識をそれほど持たない場合でも資料から情報を引き出すための観

察の視点を持っていることが分かった。 

 

＜キーワード＞ 情報教育 総合的な学習の時間 観察的視点 Web 教材 学芸員 

表 1 調査対象者の分類 

資料に対して 観察の視点あり 観察の視点なし
知識あり 担当学芸員 教員
知識なし 担当外学芸員



 

４．結果 

資料観察の記述のうち，アンモナイトの壁に関す

る主な記述を，資料に関する知識の有無・観察的

視点の有無の観点で整理すると表のようになった

(表２)。 

学芸員が観察した記述では，専門的知識を持っ

ている担当学芸員も，専門的知識を持っていない

担当外学芸員も全体観察から詳細観察へと視点

が移動していた。 

一方，観察的な視点を持っていない教員は，各

自の知識で記述できる視点，つまり個々の詳細観

察や部分観察から記述していた。 

 

５．考察 

これらの結果から，次のようなことが考えられる。 

・ 学芸員の資料観察の視点には，資料に関する

知識に基づいた視点と，観察の方法に基づい

た視点がある。 

・ 学芸員が初めて見る資料を観察する場合には，

全体観察から詳細観察へと視点が移動してい

る。 

・ 学芸員は，資料に関する知識に基づいた観察

の前に，情報を引き出すための観察の視点に

基づいて観察している。 

 学芸員のように，資料観察の専門家の観察方法

は，資料そのものの観察を行う前に，資料の周辺

状況や環境などから観察に入り，そこから考察でき

る仮説をいくつか考え，その検証を細部の観察で

行う傾向が見られた。 

 同様な結果は，他の資料（縄文土器・油絵・イル

カ画像）でも見られた。 

このことは，専門的な知識を得る場合，資料その

ものの観察の前に，その資料の周辺の観察を行い，

資料そのものの観察から得る知識を裏付けたり，補

強したりしていると考えられる。それにより，資料に

関する知識も深まっていくと考えられる。 

資料観察から，知識を深めたり，広めたりする場

合には，資料そのものの観察にその中心を置くの

ではなく，資料そのものに関する知識を必要としな

い観察から入り，考えられる仮設を資料の観察で

検証するような方法を用いることが，資料を観察す

る力を養うことに効果的であるのではないかと考え

られる。 

 

６．まとめ 

 本研究では，資料観察の専門家である学芸員が，

専門分野のデジタル資料と専門外のデジタル資料

を観察した場合を比較調査し，資料に関する知識

をそれほど持たない場合の観察の視点を分析した。

その結果，学芸員は，資料の周辺情報から仮説を

設定し，中心資料でその仮説を検証する観察的視

点で観察していることが分かった。 

以上のことより，観察的視点を育てるWeb教材を

開発する場合には，資料に関する知識を必要とし

ない観察のポイントから観察させる資料提示の方

法が，観察の視点を育成するのに有効であることを

示唆できた。 

なお本研究は，平成１６年度科学研究費補助金

（奨励研究）並びに松下教育研究財団第30回実践

研究助成によるものである。 
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資料に対して 観察的視点あり 観察的視点なし

知識あり

全体観察から地層の方向性の検討→個別アンモナイト・
アンモナイト以外の化石の観察から地層の出来方を推測
→地層の出来方を立証する証拠を詳細観察から探す

・個別アンモナイトの観察から個々 の特徴を記述

・個々 のアンモナイトの違いからその理由を推測

・全体を観察し化石の量に疑問

全体観察から壁全体の印象→個別アンモナイト→アンモ
ナイト以外の生物→アンモナイトの周りの砂粒（地層の堆
積状況から化石が出来た状況を推測）という具合に全体
から部分の観察を行った

知識なし

表 2 アンモナイトの壁に関する調査対象者の記述の特徴 


